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大田区立志茂田中学校図書館 読書学習司書  

９月の学校図書館  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜開館日＞ 

月・火・木・金 

（水曜は休館） 

＜開館時間＞ 

10 時 30 分～17時 

＜貸出冊数と期間＞ 

1 人 3 冊まで、2週間貸出。 

長期休み前特別貸出は 

1 人 5 冊まで。 

２学期が始まりました 

２学期が始まりました。長かった夏休み、皆さんはどんな本と出会

いましたか？ 

学校図書館では、新着図書コーナーにたくさんの新しい本を置いて

います。ぜひ見に来て借りてください。 

また、今月は中間考査があります。学校図書館には定期考査の過去

問題を置いていますので、ぜひ活用してください。 
行方不明の本を探しています 

夏休み中の 7月 25 日（月）～7 月 27 日（水）の 3 日間で 

蔵書点検を行いました。 

蔵書点検の結果、行方不明となっている本があることがわかり 

ました。 

以下の本を発見した人は、読書学習司書 堀井までお願いします。 

 

資料番号 タイトル 著者 請求記号 

7210137449 ドラえもん VOLUME8 藤子不二雄 726 ふ 

7210169814 奇跡のプレイボール 大社充 319 お 

7210178872 日常の疑問を物理で解き明かす 原康夫 420 は 

7210183807 ガウディ ｲ ｽｸﾁｬ 289 が 

7210204892 コンビニ人間 村田沙耶香 913 む 

7210208430 仮面の告白 三島由紀夫 B913 み 

 

月 火 水 木 金

9月1日 9月2日
始業式

開館 開館

9月5日 9月6日 9月7日 9月8日 9月9日
中間考査 中間考査

開館 開館 休館 開館 開館

9月12日 9月13日 9月14日 9月15日 9月16日

開館 開館 休館 開館 開館

9月19日 9月20日 9月21日 9月22日 9月23日
敬老の日 秋分の日

休館 開館 休館 開館 休館

9月26日 9月27日 9月28日 9月29日 9月30日

開館 開館 休館 開館 開館

返却期限を守りましょう 

夏休み特別貸出の返却期限は 9月 5日（月）です。 

期限内に読みきれなかった場合は、いったん返却して、もう一度 

貸出手続きをしてください。 

学校図書館が閉まっている時は、図書館入り口に設置している

「返却図書ＢＯＸ」に本を入れてください。 

返却期限を守って、気持ちよく学校図書館を使いましょう。 

https://3.bp.blogspot.com/-HLe8mKu9lCs/Ugsu_AAFifI/AAAAAAAAXNI/-yW12EVgQ5s/s800/book_yoko.png
https://3.bp.blogspot.com/-Qw2v7ui_SZs/VahRZXAxmjI/AAAAAAAAvqk/_1H3LsFxAlc/s800/barcode_reader.png
https://www.irasutoya.com/2013/02/blog-post_1501.html
https://3.bp.blogspot.com/-x_GnOFftJsc/UMaeoJJSv7I/AAAAAAAAH1s/FAoHMxTbwDY/s1600/susuki.png


『女の子はどう生きるか』       

上野 千鶴子／著 岩波ジュニア新書（分類 367） 

 

女の子たちが日常的に抱く疑問に上野先生が全力で答えます。 

「女の子が黒いランドセルってダメ？」「理系に進みたいのに親がダメっ

ていう」等々。女の子たちが日常的に抱くモヤモヤや疑問に上野先生

が全力で答えます。 

社会に潜む差別や刷りこまれた価値観を洗い出し、一人一人が自分ら

しい選択をする力、知恵や感性を磨くための 1冊。 

『スマホ脳』       

アンデシュ・ハンセン／著 久山葉子／訳 新潮社（分類 491） 

 

平均で一日四時間、若者の二割は七時間も使うスマホ。 

だがスティーブ・ジョブズはわが子にデジタル・デバイスを与えなかった。

なぜか？ 睡眠障害、うつ、記憶力や集中力、学力の低下、依存・・・ 

最新研究が明らかにするのはスマホの便利さに溺れているうちに 

あなたの脳が確実に蝕まれていく現実だ。教育大国スウェーデンを震撼

させ、社会現象となった世界的ベストセラー。 

 

 

 

参考：「Bookデーターベース」 

『あの夏の正解』  

早見和真／著 新潮社（分類 783） 

 

コロナ禍で甲子園が中止になった夏。夢を奪われた選手と指導者は

どう行動したのか。２０２０年、愛媛の済美と石川の星稜、強豪二校に 

密着した元高校球児の作家は、彼らに向き合い、“甲子園のない夏”の

意味を問い続けた。退部の意思を打ち明けた三年生、迷いを正直に 

吐露する監督……。パンデミックに翻弄され、挑戦することさえ許されな

かったすべての人に送るノンフィクション。 

『目の見えない白鳥さんとアートを見にいく』  

川内有緒／著 集英社（分類 706） 

 

見えない人と見るからこそ、見えてくる！ 

白鳥建二さん、51 歳、全盲の美術鑑賞者。年に何十回も美術館に 

通う。「白鳥さんと作品を見るとほんとに楽しいよ！」という友人の一言

で、アートを巡る旅が始まった。絵画や仏像、現代美術を前にして 

会話をしていると新しい世界の扉がどんどん開き、それまで見えて 

いなかったことが見えてきた。 

新着図書紹介 


